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志賀瀬川に今年もきれいな虹が架かった

平成30年南小国町消防団出初め式 １月６日（土）

　南小国町役場駐車場で南小国町消防団出初め式が
行われ、団員 180 名が揃いの団服を身にまとい式
典に臨みました。
　式典では町長挨拶や、勤続表彰をはじめとする表
彰状伝達などが行われました。また、分団ごとの通
常点検ではかけ声にあわせ、きびきびとした動きを
見せていました。
　式典後に杉田河川沿いで恒例の一斉放水が行わ
れ、美しい虹が架かると、集まった観客達からは大
きな歓声が上がっていました。

◆受賞者（敬称略）
＜熊本県知事定例表彰＞
〇永年勤続功労章
　副分団長　佐藤　孝生
　部長　　　佐藤　隆秀
　部長　　　井　　克哉
　部長　　　武田　裕泉
　団員　　　井　　和弘

〇退職消防団員報償（銀杯）
　（元）分団長　北里　良二
　（元）部長　　穴井　竜也
　（元）部長　　佐藤　勇二
　（元）部長　　金丸　勝寬
　（元）班長　　志賀　希

＜熊本県消防協会長表彰＞
〇功績章
　部長　松﨑　俊志
　部長　佐藤　清光
　班長　中島　国光
　班長　佐藤　豊和

〇勤績章
　部長　佐藤　岳史
　班長　河津　徹
　班長　北里　貴司
　団員　穴井　康治
　団員　佐藤　祐治
　団員　佐藤　潤一
　団員　藤本　善久
　団員　井　　信寿
　団員　井　　貴樹
　団員　井野　寛之

＜熊本県消防協会阿蘇郡支部表彰＞
　部長　荒井　邦生
　部長　武田　裕泉
　団員　橋本　憲一郎

＜年末警戒美化表彰＞
　優勝　　第１分団１部
　準優勝　第３分団４部
　３位　　第３分団３部

表彰状伝達の様子
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平成30年初めての競り市

湯あかり開催中です！

１月10日（水）

現在開催中！

　牛津の阿蘇森林組合南小国共販所で平成 30 年初
めての木材競り市が行われました。
　初競りは、今年１年の木材価格の指針となり、林
業関係者の期待が高まる市です。
　この日は小国郷や日田などから約 30 社が集まり
競りが行われ、杉やヒノキなどが次々と競りにかけ
られました。合計売上金額は 14,647,636 円でした。

　今年で６回目の開催となる黒川温泉の冬の風物詩
の「湯あかり」が現在開催中です。
　竹害を防ぐために地域の竹等を使って作られる竹
灯籠で温泉街が幻想的にライトアップされます。竹
の明かりに灯された温泉街と雪景色は格別です。
　＜詳細＞
　　■場　　所：黒川温泉街川端通り
　　■点灯時間：夕暮れ～ 22 時
　　■期　　間：～４月１日まで

温泉街をあたたかな光が彩る

会場では威勢のいい声が上がっていた

作ったかまくらにみんなで順番に入っていた

市原保育園雪遊び
＆七草がゆ

１月５日（金）

　この日は朝から雪がつもり、子ども達は園庭に出
て雪だるまやかまくらを協力して作ったり、そりで
遊んだりと楽しそうにはしゃいでいました。
　給食の時間では七草がゆが登場。七草がゆは、そ
の一年の無病息災を願って食べられるもので、また
正月料理などで弱った胃を休める為とも言われてい
ます。
　子ども達は大きな口で食べ、外で冷えた体を温め
ていました。
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高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

接
種
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

　

平
成
29
年
度
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
の
対
象
と
な
ら
れ
た
方
に

は
、
既
に
４
月
に
ご
案
内
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
接
種
期
間
が
３
月
31
日（
土
）ま
で

と
な
っ
て
い
る
為
、
体
調
の
よ
い
日
に

早
め
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月
31
日
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
任
意

接
種
の
扱
い
と
な
り
、
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
全
額
自
己
負
担
で
接
種
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
十
分
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
第
３
位
で
あ

り
、
死
亡
者
の
多
く
が
65
歳
以
上
の
方

で
す
。
肺
炎
で
一
番
多
い
病
原
菌
は
、

肺
炎
球
菌
で
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
お
く
と
、
肺
炎
の
予
防
や

肺
炎
に
か
か
っ
て
も
軽
い
症
状
で
治
ま

る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
自
己
負
担
額

２
，
０
０
０
円

■
接
種
回
数

一
人
に
つ
き
一
回

■
持
参
品

予
診
票
、
健
康
保
険
証
（
お
持
ち
の
方

は
健
康
手
帳
）

■
今
年
度
の
対
象
者

※
過
去
に
一
度
で
も
接
種
を
し
た
こ
と

が
あ
る
場
合
は
、
定
期
接
種
の
対
象
か

ら
外
れ
ま
す
。

■
接
種
で
き
る
小
国
郷
内
の
医
療
機
関

蓮
田
医
院
、
小
国
公
立
病
院
、

お
ぐ
に
整
形
外
科
、
お
お
む
ら
内
科

※
必
ず
事
前
に
予
約
を
行
っ
て
下
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

全
国
的
に
流
行
し
て
い
ま
す
！

　

昨
年
末
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患

者
数
が
、
県
内
に
お
い
て
も
急
増
し
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る
急
性
気

道
感
染
症
で
す
。
お
お
む
ね
１
～
３
日

を
潜
伏
期
間
と
し
、
38
℃
以
上
の
発
熱

や
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
症

状
が
突
然
現
れ
ま
す
。
下
痢
や
嘔
吐
な

ど
の
消
化
器
症
状
が
み
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
、
通
常
の
風
邪
に
比
べ
て
全
身
症

状
が
強
く
出
や
す
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

お
子
さ
ん
で
は
稀
に
急
性
脳
症
を
、

ご
高
齢
の
方
や
免
疫
力
の
低
下
し
て
い

る
方
は
肺
炎
を
伴
う
な
ど
重
症
に
な
る

こ
と
が
あ
り
、
亡
く
な
る
方
の
報
告
も

あ
り
ま
す
。
以
下
の
予
防
対
策
を
参
考

に
、
一
人
ひ
と
り
が
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■
予
防
対
策

①
予
防
接
種
を
行
う

　

感
染
や
発
症
そ
の
も
の
を
完
全
に
防

ぐ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
重
症
化
や

合
併
症
の
発
生
を
予
防
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
効

果
が
出
る
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
る
た

め
、
医
師
に
相
談
の
う
え
、
必
要
に
応

じ
て
接
種
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
接
種
を
終

了
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
事
前

に
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
。

②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
主
な
感
染
経
路

は
、
咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
に
口
か
ら
出

る
小
さ
な
水
滴（
飛
沫
）に
よ
る
飛
沫
感

染
で
す
。
普
段
か
ら
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

を
守
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
・
・
・

・
咳
や
く
し
ゃ
み
を
他
の
人
に
向
け
て

発
し
な
い
。

・
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
時
は
、
出
来

る
だ
け
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

・
掌
で
咳
や
く
し
ゃ
み
を
受
け
止
め
た

時
は
、
す
ぐ
に
手
を
洗
う
。

③
外
出
後
の
手
洗
い
を
徹
底
す
る

　

流
水
・
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
は
、

手
指
な
ど
体
に
付
着
し
た
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
物
理
的
に
除
去
す
る

た
め
に
有
効
な
方
法
で
あ
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
限
ら
ず
接
種
感
染
を
感
染

経
路
と
す
る
感
染
症
対
策
の
基
本
で

す
。
20
秒
以
上
時
間
を
か
け
た
丁
寧
な

手
洗
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

年齢 対象生年月日

65 歳 昭和 27 年 4 月 2 日～昭和 28 年 4 月１日生の方

70 歳 昭和 22 年 4 月 2 日～昭和 23 年 4 月１日生の方

75 歳 昭和 17 年 4 月 2 日～昭和 18 年 4 月１日生の方

80 歳 昭和 12 年 4 月 2 日～昭和 13 年 4 月１日生の方

85 歳 昭和 7 年 4 月 2 日～昭和 8 年 4 月１日生の方

90 歳 昭和 2 年 4 月 2 日～昭和 3 年 4 月１日生の方

95 歳 大正 11 年 4 月 2 日～大正 12 年 4 月１日生の方

100 歳 大正 6 年 4 月 2 日～大正 7 年 4 月１日生の方

広報きよら 2018.2
4



○
確
定
申
告
税
理
士
無
料
相
談

　

２
月
16
日（
金
）か
ら
３
月
15
日（
木
）ま

で
、
平
成
29
年
分
の
申
告
相
談
が
左
記
の

場
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
会
場
内

に
て
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
の
無
料
相
談

所
が
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

▼
場
所　

南
小
国
町
役
場　

中
会
議
室

▼
日
時　

２
月
27
日（
火
）、
28
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
申

告
納
税
制
度
で
す
。
申
告
と
納
税
は
、
期

限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告

書
提
出
は
、
直
接
税
務
署
へ
の
郵
送
で
も

可
能
で
す
。申
告
期
限
が
間
近
に
な
る
と
、

申
告
相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間

か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
申
告
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

○
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　
（
医
療
費
控
除
の
特
例
）に
つ
い
て

　

従
来
の
医
療
費
控
除
制
度
の
特
例
と
し

て
、
平
成
29
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
33

年
12
月
31
日
ま
で
の
間
で
新
た
に
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

は
、
健
康
の
保
持
増
進
及
び
疾
病
の
予
防

へ
の
取
組
と
し
て
一
定
の
取
組
（
市
町
村

が
実
施
す
る
健
康
診
査
、
予
防
接
種
、
定

期
健
康
診
断
な
ど
）
を
行
う
個
人
が
、
自

己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
そ
の
他
の
親
族
に
係
る
一
定
の
※
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
購
入
し
た
場
合
、
そ

の
年
中
に
支
払
っ
た
合
計
購
入
金
額
が

１
万
２
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超

え
る
部
分
の
金
額
（
上
限
：
８
万
８
千
円
）

に
つ
い
て
、
そ
の
年
分
の
総
所
得
金
額
等

か
ら
控
除
す
る
新
税
制
で
す
。
こ
の
特
例

は
、
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
・
住
民
税

申
告
か
ら
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
と
は

　

こ
れ
ま
で
医
師
の
処
方
箋
が
な
け
れ
ば

使
用
で
き
な
か
っ
た
医
療
用
医
薬
品
の
中

か
ら
、
使
用
実
績
が
あ
り
副
作
用
の
心
配

が
少
な
い
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
た
医
薬

品
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
処
方
箋
な

し
に
購
入
で
き
る
よ
う
認
可
さ
れ
た
も
の
。

【
注
意
点
】

・
前
年
中
に
市
町
村
が
実
施
す
る
健
康
診

査
、
予
防
接
種
、
定
期
健
康
診
断
な
ど

一
定
の
取
組
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る

書
類
の
提
出
、
又
は
提
示
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

・
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
購
入
金
額

が
分
か
る
領
収
書
等
の
提
出
、
又
は
提

示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
適

用
を
受
け
る
場
合
は
、
従
来
の
医
療
費

控
除
を
併
せ
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
及
び
国
税
庁

の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は
確
定

　

申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー「
０
」番
へ

　

熊
本
国
税
局
で
は
平
成
30
年
１
月
17
日

（
水
）か
ら
平
成
30
年
３
月
15
日（
木
）ま

で
、「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
・
贈

与
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど

に
電
話
で
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
阿
蘇
税

務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け
い
た
だ
く

と
、
自
動
音
声
案
内
に
よ
り
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、「
０
」
番
を
選
択
し
、
用
件
を

お
話
し
下
さ
い
。
申
告
会
場
や
受
付
時
間

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
お
答
え
す
る
他
、
問
い
合
わ
せ
の
内
容

な
ど
に
よ
り
、
電
話
を
転
送
し
、
職
員
な

ど
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
場
合
や
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

確定申告時の申告書や申請書等には
マイナンバーの記載が必要です。

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、申告手続きなどには

が必要です !

マイナンバーの記載　＋　本人確認書類の写しの添付
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■
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度

の
ご
案
内

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
学

生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
過
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本

人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し

た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
【
所
得
の
め
や
す
】

118
万
円
＋（
扶
養
親
族
等
の
数
×

38
万
円
）

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
承
認

を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る

場
合
は
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
が

届
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申

請
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
の
申

請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平
成
29

年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る

方
で
、
平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
方
へ
、
３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
等

が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付

特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方

は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添

付
は
不
要
で
す
。）

　

な
お
、
平
成
30
年
度
は
学
生
納
付
特

例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付

を
ご
希
望
の
方
は
納
付
書
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
時
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
物
を
お

手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

夕
映
え
の
櫟
山
月
放
り
上
げ　
　
　
　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

禅
僧
の
素
足
の
下
駄
や
寒
修
行　
　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

冬
麗
や
洗
濯
も
の
に
天
道
虫　
　
　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

お
社
に
神
の
気
配
の
時
雨
か
な　
　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

雪
降
る
や
椎
茸
榾
の
菌
を
打
つ　
　
　
　
　
　

河
津　

靜
子

早
朝
の
輪
地
切
り
の
音
響
く
山　
　
　
　
　
　

北
里　

富
男

跡
継
ぎ
の
お
ら
ぬ
嘆
き
の
畳
替　
　
　
　
　
　

北
里
千
寿
恵

仮
伏
せ
し
榾
木
に
揺
る
ゝ
萩
の
花　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

嫁
ぐ
娘
に
手
搗
き
の
味
噌
を
持
た
せ
け
り　
　

佐
藤
テ
ル
子

散
り
紅
葉
川
一
面
に
画
と
な
り
て　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

冬
川
原
石
こ
ろ
〳
〵
と
水
細
り　
　
　
　
　
　

下
城　

た
ず

閉
鎖
と
や
山
の
湯
小
屋
の
冬
灯　
　
　
　
　
　

杉
野　

正
依

喜
寿
卒
寿
綯
い
上
ぐ
注
連
の
緩
み
な
し　
　
　

本
田　

髙
幹

祭
り
の
座
甘
酒
温
め
も
て
な
さ
る　
　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

北
窓
を
横
に
横
に
と
枯
葉
過
ぐ　
　
　
　
　
　

安
武
く
に
子
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火
災
予
防
に
つ
い
て

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
春

先
に
か
け
て
も
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

起
こ
り
や
す
い
時
期
が
続
き
ま
す
。ま
た
、

こ
の
季
節
は
降
雪
に
よ
る
被
害
も
多
く
な

り
ま
す
の
で
、
次
の
事
項
に
注
意
し
、
火

気
の
使
用
、
雪
災
害
な
ど
に
十
分
注
意
し

て
下
さ
い
！

☆
暖
房
器
具
取
扱
い

・
燃
え
や
す
い
物
や
ス
プ
レ
ー　

缶
な
ど

の
膨
張
し
や
す
い
物
を
周
囲
に
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

・
外
出
時
や
就
寝
前
は
必
ず
火
を
消
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
！

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
給
油
す
る
際
は
、
必
ず

火
を
消
し
、
給
油
後
は
燃
料
タ
ン
ク
の

蓋
を
し
っ
か
り
閉
め
ま
し
ょ
う
！

☆
雪
に
よ
る
事
故

・
積
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
る
交
通
事
故
の

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
時
間
に
余
裕
を
も

ち
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

ヘ
リ
二
機
体
制

　

熊
本
県
で
は
平
成
24
年
か
ら
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
、
防
災
消
防
ヘ
リ
の
二
機
体
制
の
運

用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
熊

本
市
内
に
あ
る
大
き
な
病
院（
日
赤
な
ど
）

へ
の
搬
送
時
間
の
短
縮
や
、
専
門
的
治
療

に
も
即
座
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
現
在
阿
蘇
管
内
は
地
震
の

影
響
で
道
路
状
況
が
悪
く
、
ヘ
リ
は
非
常

に
有
効
な
搬
送
手
段
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ヘ
リ
の
離
着
陸
時
に
は
、
住
民
の
皆

様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
何

卒
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
の
方
に
よ
る
ヘ
リ
の
要
請

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
下
さ
い
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

正
し
い
知
識
と
利
用
法
～　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
日
常
生
活
の
一
部

と
な
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
る
犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル

等
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル
は

「
正
し
い
知
識
と
利
用
方
法
」
を
身
に
つ

け
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に

も
、
必
ず
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
等
の

取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

　
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
は
自
宅
の
鍵

と
同
様
に
、
し
っ
か
り
と
管
理
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

忘
れ
な
い
よ
う
に
「
誕
生
日
」
等
、
容

易
に
推
測
で
き
る
も
の
に
設
定
す
る
と
、

簡
単
に
解
読
さ
れ
ま
す
の
で
、
英
字
・
数

字
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
他
人
に
推

測
さ
れ
に
く
い
も
の
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

○
架
空
請
求
・
不
当
請
求
に
注
意
！

　

利
用
し
た
覚
え
が
な
い
有
料
サ
イ
ト
の

料
金
を
請
求
す
る

　
　

→
「
架
空
請
求
」

　

無
料
と
称
し
て
、
ま
た
は
ク
リ
ッ
ク
し

た
だ
け
で
料
金
を
請
求
す
る

　
　

→
「
不
当
請
求
」

の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
パ
ソ
コ
ン
に

非
常
に
近
い
も
の
と
言
え
ま
す
の
で
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
い
慣
れ
て
い
な
い
高
齢
者

や
、
使
い
始
め
た
子

ど
も
達
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
架
空
請
求

や
不
当
請
求
の
支
払

い
方
法
と
し
て
、
相

手
か
ら
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
購
入
を
指

示
さ
れ
、
相
手
に
カ
ー
ド
番
号
等
を
伝
え

る
手
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
番
号
等
を
相
手
に
伝
え
る
と
、

使
え
る
状
態
に
な
り
、
カ
ー
ド
購
入
代
金

が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411
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技
の
数
は
無
限
大
⁉
け
ん
玉
ク
ラ
ブ

　

寒
い
冬
も
峠
を
越
え
、ゆ
っ
く
り
と
春

を
待
つ
季
節
。ま
だ
ま
だ
春
の
お
と
ず
れ

は
感
じ
ら
れ
な
さ
そ
う
で
す
が
、２
月
は

「
初
花
月
」、「
梅
見
月
」と
い
っ
た
春
ら
し

い
異
名
が
あ
り
ま
す
。冷
た
い
土
を
か
き

分
け
、ふ
き
の
と
う
が
芽
を
出
し
、黄
色
い

福
寿
草
が
顔
を
出
し
、梅
の
花
が
開
き
、野

山
が
色
付
き
出
す
、そ
ん
な
季
節
で
す
☆

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
今
回
は
「
け
ん
玉
ク
ラ
ブ
」
に

お
邪
魔
し
て
き
ま
し
た
！
け
ん
玉
を
昔
の

お
も
ち
ゃ
だ
と
思
っ
て
い
る
方
が
い
ま
せ

ん
か
？
い
ま
、
海
外
で
は
け
ん
玉
の
人
気

が
す
ご
い
ん
で
す
‼
そ
れ
と
同
時
に
、
国

内
で
も
け
ん
玉
人
気
は
急
上
昇
中
で
、
け

ん
玉
の
種
類
も
と
て
も
豊
富
で
お
し
ゃ
れ

に
な
っ
て
い
ま
す
☆
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
充

電
や
電
池
の
必
要
も
な
し
！
技
の
数
は
数

え
き
れ
な

い
ほ
ど
！

お
金
も
か

か
ら
ず
、

場
所
も
と

ら
ず
、
集

中
力
も
身
に
付
く
と
は
…
こ
ん
な
良
い
こ

と
だ
ら
け
の
競
技
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
～

‼
と
、
つ
い
保
護
者
目
線
で
感
じ
て
し

ま
っ
た
私
で
す（
笑
）

　
「
け
ん
玉
ク
ラ
ブ
」の
指

導
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
は
和
田
公
介
さ

ん
。現
在
は
、小
学
２
年
生

～
中
学
３
年
生
ま
で
の
男

女
12
名
で
月
１
～
２
回

土
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま

す
。練
習
だ
け
で
な
く
、施

設
訪
問
や
文
化
祭
で
の
発

表
、検
定
を
受
け
て
級
を
取
得
で
き
る
の

も
魅
力
で
す
☆
童
謡
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
や
る
通
称
「
も
し

か
め
」と
い
う
技
や
、け
ん
先
を
回
転
さ
せ

て
玉
の
穴
に
入
れ
る
「
飛
行
機
」と
い
っ
た

技
な
ど
、カ
チ
ッ
カ
チ
ッ
♪
ス
ポ
ッ
！
お
互

い
に
コ
ツ
を
教
え
合
い
な
が
ら
、活
動
中

は
軽
快
な
音
と
笑
い
声
が
絶
え
な
い
と
っ

て
も
明
る
い
雰
囲
気
の
活
動
で
し
た
♡

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
そ
う
で
す
の

で
、
皆
さ
ま
体
調
管
理
・
風
邪
に
は
ご
用

心
を
…
！
担
当
の
荒
武
で
し
た
☆

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

ク
リ
ー
ン
作
戦
～
私
た
ち
の
町
を
き
れ
い
に
し
よ
う
～

　

本
校
で
は
、
地
域
の
清
掃
活
動
を
通

し
て
、「
社
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
」

「
地
域
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
、
全
校
児
童
生
徒

が
参
加
し
て
の
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を

年
間
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
５
月
と
７
月
に
小
国
町
、
12
月
に

南
小
国
町
の
公
共
施
設
や
商
業
施
設
で

実
施
し
ま
し
た
。
担
当
場
所
の
清
掃
活

動
が
終
わ
る
と
、
施
設
の
方
に
実
際
に

確
認
し
て
い
た
だ
き
、
チ
ェ
ッ
ク
表
に

サ
イ
ン
を
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
小
国
町
と
南
小
国
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
取
材
に
来
て
い
た
だ
き
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
の
様
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
放

送
さ
れ
ま
し
た
。
放
送
後
、
地
域
の
方
々

か
ら
「
頑
張
っ
て
い
る
ね
」
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
い
た

り
、
来
校
さ
れ
る
方

か
ら
も
「
が
ん
ば
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
ね
」
と
話
題
に

取
り
上
げ
て
い
た

だ
い
た
り
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
を
学
習
の
場

と
し
て
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
た

ち
も
地
域
の
一
員
で
あ
り
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
、
子
ど
も

た
ち
に
育
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
意
識

を
大
切
に
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の
主

体
的
な
活
動
に
な
る
よ
う
、
工
夫
を
重

ね
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
か
ら
愛

さ
れ
る
学
校
作
り
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
作
戦
以
外
に

も
、
地
域
は
も
う
一
つ
の
学
校
と
考
え
、

積
極
的
に
地
域
に

出
か
け
て
学
習
を

展
開
し
て
い
き
ま

す
。
私
た
ち
を
見
か

け
ら
れ
ま
し
た
ら
、

是
非
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り
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恒
例
　
門
松
づ
く
り

　

12
月
25
日（
月
）、
学
校
評
議
員
の
城
戸

様
の
ご
指
導
の
下
、
教
職
員
、
新
旧
生
徒

会
、
野
球
部
、
陸
上
部
の
有
志
の
み
ん
な

と
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
楽
し
く
門
松
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
城
戸
様
に

は
、「
門
松
は
、
正
月
に
歳
神
様
を
迎
え

入
れ
る
た
め
の
大
切
な
正
月
飾
り
。」
と

い
う
話
や
、
作
成
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
丁
寧
に
ご
指
導
し
て
い
た
だ

き
、
生
徒
、
職
員
と
も
に
、
ス
ム
ー
ズ
に

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
主
催
　
立
志
式

　

１
月
９
日（
火
）、き
よ
ら
ホ
ー
ル
に
て
、

本
校
２
年
生
を
対
象
に
立
志
式
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。高
橋
町
長
か
ら
は
、

「
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
歩
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
エ
ー
ル
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
で
農
業

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
井
野

航
輔
様
か
ら
は
、「
頑
張
れ
ば
価
値
観
が

変
わ
る
、見
方
が
変
わ
る
。
人
と
の
『
縁
』

『
交
流
』
を
大
切
に
」
と
い
う
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
決
意
表
明
で
は
、
井

怜
平
が
、「
自
分
の
意
志
を
持
ち
、
ど
ん

な
こ
と
も
乗
り
越
え
る
こ
と
の
で
き
る
自

分
に
な
り
た
い
。」
と
力
強
い
決
意
表
明

を
し
ま
し
た
。
み

ん
な
、
感
謝
の
気

持
ち
を
大
切
に
し

て
、
頑
張
れ
。

ク
ラ
ス
対
抗
フ
ッ
ト
サ
ル
！

　

12
月
15
日（
金
）は
ク

ラ
ス
対
抗
の
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
で
、
男
女
に
分

か
れ
て
フ
ッ
ト
サ
ル
競

技
を
行
い
ま
し
た
。
各

チ
ー
ム
熱
戦
が
続
き
、

試
合
後
は
力
を
出
し
切
り
座
り
込
む
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
職
員
チ
ー
ム
と
の
対
戦

は
か
な
り
白
熱
し
た
も
の
と
な
り
、
試
合

の
熱
気
と
歓
声
で
寒
さ
も
忘
れ
る
ほ
ど
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
活
最
後

の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
だ
っ
た
３
年
生
の
健
闘

も
素
晴
ら
し
く
、
何
事
に
も
最
後
ま
で
真

剣
に
取
り
組
む
姿
勢
を
後
輩
達
に
示
し
て

く
れ
ま
し
た
。

ホ
ッ
ケ
ー
全
国
大
会

　

12
月
22
日（
金
）か
ら
27
日（
水
）ま
で
奈

良
県
で
第
49
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ

ケ
ー
全
国
大
会
が
あ
り
、
九
州
代
表
と
し

て
小
国
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
出
場
し

ま
し
た
。
出
発
前
の
終
業
式
で
は
推
戴
式

も
あ
り
、
全
校
生
徒
か
ら
の
応
援
エ
ー
ル

を
受
け
て
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
１
回
戦

で
強
豪
富
山
県
代
表
の
石
動
高
校
と
対

戦
し
、
前
半
０
対
２
と

相
手
に
リ
ー
ド
さ
れ
た

も
の
の
、
後
半
に
２
得

点
し
て
追
い
つ
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
後
に

大
接
戦
の
末
１
点
追
加

さ
れ
２
対
３
で
無
念
の
敗
退
と
な
り
ま
し

た
。惜
敗
で
し
た
が
、今
大
会
の
優
勝
チ
ー

ム
と
互
角
に
戦
っ
た
経
験
を
糧
に
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

激
　
励
　
会

　

１
月
13
日（
土
）、
14
日

（
日
）と
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
が
行
わ
れ
、
小

国
高
校
の
生
徒
９
名
も
３

会
場
に
分
か
れ
て
受
験
し

ま
し
た
。
前
日
に
は
校
内

に
て
受
験
者
激
励
会
が
あ
り
、
校
長
先
生

を
は
じ
め
先
生
方
か
ら
自
分
の
や
っ
て
き

た
事
を
信
じ
て
、
冷
静
に
取
り
組
む
よ
う

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
本
番
に
臨
み
ま

し
た
。
ぜ
ひ
と
も
全
員
が
希
望
の
進
路
を

実
現
さ
せ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
）
校
長　

林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

9
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

小
国
公
立
病
院　

検
査
科
に
つ
い
て

臨
床
検
査
技
師　

有
住　

将
尚

　

当
院
検
査
科
で
の
業
務
内
容
は
採
血
・

生
理
検
査
・
血
液
検
査
・
尿
検
査
・
輸
血

検
査
な
ど
様
々
な
検
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
検
査
業
務
が
メ
イ

ン
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
後
述
し
ま
す

が
、
こ
の
他
に
も
様
々
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
ま
す
。

　

病
院
に
お
け
る
検
査
科
と
は
、
皆
様
の

お
身
体
の
診
断
の
元
と
な
る
検
査
結
果

を
、
正
確
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
診
療
科

へ
提
供
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
そ
し

て
そ
の
検
査
結
果
を
誰
よ
り
も
先
に
見
る

の
が
私
た
ち
で
す
。
野
球
で
い
う
「
1
番

バ
ッ
タ
ー
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。私
た
ち
の
提
供
す
る
検
査
結
果
と
は
、

「
ど
の
よ
う
な
疾
患
」
で
あ
る
か
「
そ
の

程
度
は
ど
の
く
ら
い
」
で
、「
ど
の
よ
う

な
治
療
を
す
る
か
」
等
を
決
定
す
る
フ
ァ

ク
タ
ー
の
1
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
検
査
の
結
果
が
全
て
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。「
検
査
結
果
が
良
け
れ
ば

健
康
」
も
し
く
は
「
検
査
結
果
が
悪
い
か

ら
病
気
」
で
は
な
く
、
医
師
の
診
断
を

し
っ
か
り
お
聞
き
い
た
だ
き
、
よ
り
健
康

的
な
生
活
を
送
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
当
検
査
科
で
は
他
の
医

療
施
設
の
検
査
デ
ー
タ
と
相
違
の
無
い
よ

う
に
外
部
精
度
管
理
と
い
う
も
の
に
参
加

し
、
正
確
な
デ
ー
タ
提
供
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
は
、
感
染
対

策
や
輸
血
療
法
な
ど
に
も
、
臨
床
検
査
技

師
が
関
与
し
て
お
り
ま
す
。

　

因
み
に
医
師
や
看
護
師
が
不
足
し
て
い

る
事
を
、
こ
の
紙
面
で
も
度
々
お
伝
え
し

て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
で
は
私
た
ち「
臨

床
検
査
技
師
は
充
足
」
し
て
い
る
の
か
？

少
し
古
い
デ
ー
タ
で
す
が
、
２
０
１
５
年

の
阿
蘇
市
と
小
国
郷
の
「
人
口
：
臨
床
検

査
技
師
」
の
比
を
算
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

小
国
郷
の
臨
床
検
査
技
師
の
人
数
は
人
口

当
た
り
阿
蘇
市
の
半
分
以
下
で
し
た
。
病

気
は
24
時
間
３
６
５
日
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
当
院
の
臨
床
検
査
技
師
は

3
名
と
少
な
い
の
で
す
が
、
夜
間
休
日
で

も
検
査
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
体
に
ご
不
安
が
あ

る
時
は
遠
慮
な
く
救
急
外
来
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
夜
間
や
休
日

な
ど
時
間
外
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
緊
急

性
の
有
る
検
査
が
主
に
な
り
ま
す
の
で
、

よ
り
専
門
的
な
検
査
や
緊
急
性
の
低
い
検

査
に
つ
い
て
は
実
施
で
き
な
い
事
も
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
利
用
者
の
方
々
に
は
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
他
の
医
療
職
に
お
い
て
も
同

様
で
す
が
、
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
の
業
務

と
な
り
、
皆
様
に
お
い
て
は
ご
不
満
な
点

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

牛山　陽介

▼趣味・特技　
　ドライブ、映画鑑賞

▼ひとこと
　はじめまして。出身は
長野県です。小国町の和
やかな雰囲気に心が癒さ
れております。くまもと
復興応援ナースの一員と
して、小国町の地域医療に少しでも貢献させて
頂ければと思っております。どうぞよろしくお
願い申し上げます。

後藤　史織

▼趣味・特技　
　ドライブ、山登り

▼ひとこと
　検査科で勤務しており
ます、臨床検査技師の後
藤史織です。育児で一年
間ほどお休みを頂いてお
りましたが、昨年末復帰
しました。皆様のお役に立てるよう頑張ります
ので、よろしくお願い致します。

　インフルエンザが猛威を奮っています。例年は A 型が流行した後に B 型が流行するのですが、今
年は流行当初より B 型感染が混ざっており、例年と異なった流行パターンを示しています。A 型と B
型同時感染の症例もあり、注意が必要です。高熱がでない「隠れインフルエンザ」という言葉もよく
聞かれる様になり、典型的ではない症状の方も多いようです。感染拡大を防ぐため、手洗い、うがい、
マスク着用に努め、風邪症状がでたら病院を受診しましょう。

職員紹介

知るほどなるほど
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立
志
式
行
わ
れ
る

　

１
月
９
日（
火
）に
き
よ
ら

ホ
ー
ル
で
立
志
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

立
志
式
と
は
、
元
服
に
ち
な

ん
で
（
数
え
年
の
）
15
歳
を
祝

う
行
事
で
す
。
参
加
者
は
、
将

来
の
決
意
や
目
標
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
大
人
に
な
る

自
覚
を
深
め
ま
す
。
毎
年
、
南

小
国
中
学
校
の
２
年
生
が
参
加

し
ま
す
。

　

主
催
者
挨
拶
で
髙
橋
町
長

は
、
次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。「
み
な
さ
ん
の
先

輩
た
ち
も
こ
の
立
志
式
で
抱
い

た
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
夢
を
持
つ
の
は
、
早
い

ほ
ど
い
い
で
す
。
自
分
の
夢
に

向
か
っ
て
挑
戦
し
て
下
さ
い
。」

　

続
い
て 

岩
切
教
育
長
が
次

の
よ
う
に
激
励
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。「
髙
橋
町
長
は
、

常
に
子
ど
も
た
ち
は
、
町
の
宝

で
あ
る
。
と
お
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
今
日

の
立
志
式
で
将
来
へ
の
決
意
を

示
し
て
下
さ
い
。」

　

来
賓
祝
辞
を
平
野
議
会
議
長

が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。「
南
小
国
中
学
校
卒
業
生

で
全
国
的
に
活
躍
し
た
選
手
が

い
ま
す
。
努
力
し
た
人
は
、
人

に
尊
敬
さ
れ
ま
す
。
自
分
な
り

に
努
力
し
て
心
残
り
が
な
い
よ

う
な
人
生
を
送
っ
て
下
さ
い
。」

　

毎
年
、
南
小
国
中
学
校
卒
業

生
に
講
話
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
農
産
加
工
部
門

で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
井
野
航

輔
さ
ん
に
講
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
は
、
次
の
言
葉

が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

○
実
家
が
農
家
だ
か
ら
何
と
な

く
農
業
科
が
あ
る
阿
蘇
中
央
高

校
を
受
験
し
ま
し
た
。
一
年
の

時
、
勉
強
を
頑
張
っ
た
ら
学
年

ト
ッ
プ
に
な
り
、
頑
張
れ
ば
結

果
が
出
る
ん
だ
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
や
る
気
が
出
ま
し
た
。

○
人
と
の
縁
、
交
流
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
。
意
外
な
所
で
い

ろ
ん
な
人
が
力
に
な
っ
て
く
れ

ま
す
。

○
決
め
る
の
は
自
分
だ
が
助
け

る
周
り
の
人
た
ち
が
い
ま
す
。

生
徒
を
代
表
し
て
室
原
萌
花
さ

ん
が
お
礼
の
言
葉
を
言
っ
た

後
、
井
怜
平
君
と
松
﨑
彩
華
さ

ん
（
代
読
）
が
決
意
表
明
を
し

ま
し
た
。

井　

怜
平
君

　

僕
は
、
立
志
式
を
迎
え
て
い

つ
も
や
っ
て
い
る
野
球
の
こ
と

か
ら
考
え
て
み
ま
し
た
。
一
年

か
ら
野
球
を
し
て
き
て
感
じ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。１
つ
目
は
、

チ
ー
ム
で
互
い
に
認
め
合
い
、

励
ま
し
合
う
こ
と
で
す
。
２
つ

目
は
、
礼
儀
で
す
。
大
き
な
声

で
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
返
事

を
し
た
り
す
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
３
つ
目
は
、
積

極
性
で
す
。

　

こ
の
３
つ
の
事
か
ら
チ
ー
ム

メ
ー
ト
の
大
切
さ
や
積
極
性
を

学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
僕
に

は
自
分
か
ら
何
か
を
や
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
ま
り
出
来
ず
、

自
分
の
意
志
を
し
っ
か
り
持
っ

た
行
動
が
出
来
て
い
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か

ら
し
っ
か
り
自
分
の
意
志
を
持

ち
、
ど
ん
な
事
も
乗
り
越
え
る

こ
と
が
出
来
る
人
に
な
り
た
い

で
す
。

松
﨑
彩
華
さ
ん

　

私
は
、
立
志
式
に
つ
い
て
何

も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
調
べ

て
み
ま
し
た
。「
将
来
の
目
標

を
立
て
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
よ

う
と
決
心
す
る
。」
と
知
り
ま

し
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
将
来
ど

の
よ
う
な
職
に
つ
き
た
い
の
か

決
め
て
い
な
く
て
、
悩
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
小
学
校
低
学

年
の
時
に
少
林
拳
を
始
め
ま
し

た
。他
の
人
た
ち
よ
り
２
・
３
ヶ

月
遅
れ
て
入
門
し
た
の
で
不
安

ば
か
り
で
し
た
。
で
も
、
日
を

重
ね
る
う
ち
に
自
分
の
成
長
が

自
分
で
も
分
か
っ
て
来
ま
し

た
。
そ
の
時
に
「
少
林
拳
を
す

る
こ
と
で
日
本
、
い
や
世
界
で

活
躍
し
た
い
な
あ
。」
と
い
う

夢
を
持
ち
ま
し
た
。

　

最
後
に
記
念
樹
贈
呈
が
あ

り
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
苗
を
代
表

し
て
、
河
津
祥
多
君
が
受
け
取

り
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
ん
ぼ
の
苗
と
共
に

中
学
２
年
生
が
大
き
く
成
長

す
る
こ
と
を
願
っ
た
立
志
式

で
し
た
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

166

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
を

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　講話する井野航輔さん

11
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地域おこし協力隊 徒然日誌 ２月号
【商品化までもう少し！】
こんにちは！地域おこし協力隊の関口正

憲です。最近は寒い日が続いていますが、
雪化粧した南小国の風景も素敵だなぁと
思って心癒されています。
さて、冬は農作業もお休みということで、

地元の方と一緒にお土産品の商品開発を
進めています。今年度中に米粉のパンケー
キミックス、ブルーベリー甘酒、米麹を商品
化するスケジュールで動いていますのでお
楽しみに！

開発中の商品

きよらのロゴデザイン

そして、これらの商品には共通するロゴを
作っており、南小国町をあらわす言葉「きよ
ら」をデザインしました。このロゴが目印にな
りますので、見かけましたらぜひ手にとって
みてくださいね！

みなさん、こんにちは！
地域おこし協⼒隊の⽊⽥みかりです。
12月は、しめ縄作りを教えていただい
たり、いろいろな体験をしました。実家に
持ち帰ったしめ縄に、家族がとてもよろこ
んでくれました。

年末年始は実家に帰り、ゆっくりしすぎ
て、あっという間に5キロ増量していました。
ダイエットのために走ろうと思っていますが、
寒すぎてなかなか開始できません。はやく
あったかくならないかなー！！！
１月6⽇は出初式を⾒学しました。初
めて⾒たのですが、放⽔は迫⼒があり、
虹がくっきり⾒えて、とてもきれいでした。

先⽇、家の外の⽔道管が凍って、数⽇
間お湯がでませんでした。
⽔道管が凍ると聞いていたので、気温
が低い⽇はお⽔を出しっぱなしにしていた
のですが、お湯がでなくなるとは思っても
いませんでした。まだまだ寒い⽇が続くの
で、また凍ってしまうのではないか不安で
す。冬の間は、この不安とずっと隣り合わ
せかと思うと、春が待ち遠しいです！

広報きよら 2018.2
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　ファブラボの紹介、第５回は現在整備中の旧星和小学校についてです。

　現在、前回まで紹介した機材のうち、木工フラ
イス盤を中心とした木工機械を旧星和小学校の教
室をお借りして移設しているところです。
　いままで利用していた本部の施設より広いス
ペースが使えるため、大型の機械でも安全に利用
していただける体制になります。今までのスペー
スは、ワークショップなどのイベントスペースに
なります。

　現在は山口、高知、長崎、宮崎、福
岡など県外の方を中心に利用していた
だいています。
　旧星和小学校は廃校となってしばら
く経つので、トイレが壊れていたり窓
が割れていたり不便な点もあります
が、モノ作りに集中できる素晴らしい
環境です。星和地域の方達と協力しな
がら、広い作業場で自由にモノ作りが出来る環境を提供出来るよう、少しずつ準備
を進めていきます。

　そして、現在集まってくれている町
外の方々と町内の方々が協力して、南
小国町の地域おこしプロジェクトが
次々に生まれていく拠点になるといい
な、と考えています。

　ワークショップや見学会、つくった
モノの発表会など、いろいろなイベン

トもこちらで開催していきますので、楽しみにしていてくださいね！

ファブラボ阿蘇南小国通信  vol.5

雪の中の旧星和小学校

13
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

平
成
30
年
度

南
小
国
町
奨
学
生
募
集

■
奨
学
生
の
資
格

保
護
者
の
住
所
が
南
小
国
町
に

あ
る
こ
と

■
金
額（
月
額
）

①
各
種
高
等
学
校

　
　

高
等
専
門
学
校（
３
年
間
）

　
　

１
５
０
０
０
円
以
下

②
各
種
大
学

　
　

高
等
専
門
学
校（
①
以
外

　
　

の
期
間
）

　
　

２
５
０
０
０
円
以
下

■
受
付
期
間

２
月
５
日（
月
）～

３
月
30
日（
金
）

■
申
込
用
紙

教
育
委
員
会
に
用
意
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

☎（
４
２
）０
０
４
７

『
鶏
、山
羊
、馬
な
ど
を
１
羽

（
頭
）以
上
飼
養
す
る
方
へ
』

～
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
く

定
期
報
告
が
必
要
で
す
～

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
規
定

に
よ
り
、
牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、

め
ん
羊
、
山
羊
、
豚（
ミ
ニ
ブ

タ
を
含
む
）、
い
の
し
し
、
鶏

（
烏
骨
鶏
、
ち
ゃ
ぼ
な
ど
を
含

む
）、
ア
ヒ
ル（
あ
い
が
も
を
含

む
）、
う
ず
ら
、
き
じ
、
ダ
チ
ョ

ウ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
お
よ
び
七
面

鳥
を
１
頭（
羽
）以
上
飼
養
す
る

方
は
、
飼
養
動
物
の
頭
羽
数

を
、
毎
年
、
県
知
事
に
報
告
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
右
記
の
動
物
を

飼
養
し
て
い
る
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
役
場
農
林
課
ま
で
頭
羽

数
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
農
林

課
窓
口
に
報
告
用
紙
を
備
え
付

け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
以
前
に
ご
報
告

を
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
は

報
告
用
紙
を
郵
送
し
て
お
り

ま
す
。

※
犬
、
猫
、
ウ
サ
ギ
、
ハ
ム
ス

タ
ー
、
モ
ル
モ
ッ
ト
、
イ
ン
コ

等
は
定
期
報
告
の
対
象
外
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
課　

農
政
係

☎（
４
２
）１
１
１
４

臨時職員募集のお知らせ

　平成 30 年４月より、役場福祉課の臨時職員として勤務していただける方を募集します。

募集 勤務時間 勤務場所 応募資格 その他

１名程度 月曜～金曜
（祝祭日を除く）
午前８時 30分～
午後５時 15分

南小国町地域包括
支援センター
（自然休養村管理
センター内）

・年齢　
概ね 50歳以下　
・自動車運転普通
免許保持者

次の資格を有する方の採
用を優先します。
保健師、看護師、介護支
援専門員、介護福祉士、
理学療法士、作業療法士

■応募期限　　２月 26 日（月）

■問い合わせ　役場福祉課　　☎（４２）１１１３

婚活！町内の男性参加者募集
　３月３日（土）、婚活イベントを開催します。今回、女性は黒川温泉の宿泊付きとし、町外の方を対

象に募集します。木材拠点施設「ファブラボ」でのものづくりやスイーツバイキング、黒川温泉での

食事会などを通して交流を深めていただきます。参加希望の方は、役場農林課までご連絡ください。

■日時　　　　３月３日（土）午後１時～

■参加費　　　４０００円

■対象　　　　町内在住の 40 歳以下独身男性

■人数　　　　先着８名

■問い合わせ　役場農林課　農政係　☎（４２）１１１４
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き
よ
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
募
集

　

き
よ
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
安

全・
安
心
な
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
、赤
馬
場
駐
在
所
管
内
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
班
に
分
か
れ
て
、
週
２
日

午
後
６
時（
夏
）５
時（
冬
）か
ら

１
時
間
程
度
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で

す
。
希
望
さ
れ
る
方
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

２
月
１
日（
木
）～

３
月
９
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

南
小
国
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー

☎（
４
２
）１
５
０
１

『
常
設
人
権
相
談
所
』
の
ご

案
内

　

不
当
な
差
別
、
職
場
・
学
校

で
の
い
じ
め
、
相
隣
間
の
ト
ラ

ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

誹
謗
中
傷
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
な
ど
、
法
務
局
で
は
法
務
局

職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
人
権

に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
、

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
の
悩
み
の
解
決
の
た

め
、
最
善
の
方
法
を
一
緒
に
考

え
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
、
事
実
関
係

を
調
査
し
ま
す
（
た
だ
し
、
事

案
に
よ
っ
て
は
調
査
を
開
始
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）。

　

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

法
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
（
※
祝
祭
日

を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
相
談
場
所
・
問
い
合
わ
せ

菊
池
郡
大
津
町
引
水
７
１
０
―
５

熊
本
地
方
法
務
局　

阿
蘇
大
津

支
局

☎
０
９
６（
２
９
３
）２
２
７
２

農
地
災
害
な
ど
見
舞
金
の
お

知
ら
せ

　

平
成
29
年
７
月
５
日
に
発
生

し
た
台
風
３
号
お
よ
び
梅
雨
期

豪
雨
災
害
に
よ
り
、
南
小
国
町

の
農
地
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が

出
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
南
小
国
町
で

は
被
災
さ
れ
た
農
地
の
所
有
者

ま
た
は
耕
作
者
の
方
へ
見
舞
金

の
支
給
を
行
い
ま
す
。

　

申
請
に
は
被
災
状
況
が
わ
か

る
資
料
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
準
備

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。な
お
、添
付
資
料
の

準
備
が
難
し
い
場
合
は
左
記
担

当
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、同
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
例

・
農
地
に
土
砂
が
流
入
し
た
場
合

・
農
地
の
畦
畔
が
崩
壊
し
た
場
合

・
畜
舎
に
土
砂
が
流
入
し
た
場

合　

な
ど

■
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
例

・
農
業
災
害
と
し
て
採
択
さ
れ

た
農
地

・
農
業
用
水
路

・
農
業
用
道
路　

■
問
い
合
わ
せ

役
場
農
林
課

☎（
４
２
）１
１
１
４

熊
本
い
の
ち
の
電
話
相
談
員

養
成
講
座
の
ご
案
内

　

い
の
ち
の
電
話
は
、
人
生
の

様
々
な
悩
み
の
中
で
危
機
に
直

面
し
、
救
い
と
励
ま
し
を
求
め

る
方
た
ち
の
支
え
に
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
電
話
で
す
。
熊

本
地
震
に
よ
る
影
響
か
ら
、
辛

い
思
い
を
抱
え
た
方
の
電
話
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

熊
本
い
の
ち
の
電
話
で
は
、

こ
の
電
話
の
受
け
手
を
要
請

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
迎

え
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
や
り
た
い
け
れ
ど
、
い

の
ち
の
電
話
相
談
員
な
ど
自
分

に
出
来
る
か
な
と
不
安
に
感
じ

て
お
ら
れ
る
方
の
た
め
に
、
ま

ず
は
い
の
ち
の
電
話
の
こ
と
や

相
談
員
の
こ
と
、
ま
た
電
話
相

談
員
に
な
る
た
め
の
養
成
講
座

に
つ
い
て
説
明
会
を
３
月
に
予

定
し
て
い
ま
す
。
参
加
ご
希
望

の
方
は
、
事
務
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
話
相
談
員
の
活
動

は
難
し
い
け
れ
ど
も
、
資
金
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
支
援
を
い

た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
こ
ち
ら
も
詳
し
く
は
事

務
局
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
い
の
ち
の
電
話　

事
務
局

☎
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

（
赤
星
、
池
田
、
開
）

※
受
付
は
平
日
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

平
成
29
年
度
肝
炎
サ
ロ
ン
の

開
催
に
つ
い
て

　

肝
炎
サ
ロ
ン
は
、
肝
炎
患
者

様
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
肝
炎
に

関
心
の
あ
る
方
の
た
め
の
情
報

交
換
の
場
で
す
。
肝
臓
の
病
気

に
対
す
る
疑
問
や
治
療
に
関
す

る
不
安
や
悩
み
な
ど
、
ゆ
っ
く

り
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

参
加
費
は
無
料
で
、
事
前
の

お
申
込
も
不
要
で
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
場
所
・
日
時

・
阿
蘇
地
域

　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー

　

３
月
４
日（
日
）午
前
10
時
～

・
熊
本
地
域

　

熊
本
大
学
医
学
部
付
属
病
院

　

３
月
５
日（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～

※
開
催
時
間
は
、
２
時
間
～
２

時
間
半
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
健
康
福
祉
部
健
康
危
機

管
理
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
８
３

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

小
さ
な
掛
け
金
・
大
き
な
補

償
の「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
！
」

平
成
30
年
度
の
加
入
受
付
が
３

月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に

備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活

動
を
行
う
４
名
以
上
の
団
体
で

加
入
で
き
ま
す
。

　

加
入
団
体
で
の
活
動
中
お
よ

び
団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事

故
を
補
償
し
ま
す
。損
害
保
険
・

賠
償
責
任
保
険
・
突
然
死
葬
祭

費
用
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

保
険
で
す
。

　

掛
け
金
は
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
が
年
額
８
０
０
円
～
、
高

校
生
以
上
の
大
人
に
つ
い
て
は

活
動
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が
異

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

公
益
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
熊
本
県
支
部

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分　

土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

☎
０
９
６（
２
１
３
）９
０
１
５

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、石
綿
に

よ
る
疾
病
の
補
償･

救
済
に
つ
い
て

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発

症
し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て

石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保

険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ

く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿

を
吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年

月
を
経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿

業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合

に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

制
度
の
案
内
は
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
労
働
局

☎
０
９
６（
３
５
５
）３
１
８
３

厚
生
労
働
省
　
石
綿

検
索

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

宇う
つ
の
み
や

都
宮
誠せ
い
や也
様
（
落
見
）
よ

り
、
し
め
飾
り
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

お
正
月
の
期
間
、庁
舎
入
口

に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

井　
　

和
子　
様　

上
町
１

佐
藤　

賢
一　
様　

本
町
１

室
原　

正
吾　
様　

矢
津
田
下

宅
野　

伸
一　
様　

脇　

戸

杉
谷　

幸
助　
様　

中
杉
田
１

河
津　

篤　
　

様　

中
湯
田

穴
井　

堅　
　

様　

脇　

戸

武
田　

芳
範　
様　

埼
玉
県

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
々
よ
り
多
額
の
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
た
。

井　

ア
サ
子　
様　

黒　

川

匿
名（
２
名
）   

様　

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

…
ぼ
く
の

な
ま
え
じ
ゃ

な
い
ラ
ヨ
…

あ
じ
み

あ
じ
み

や
く
や
く

じ
ゃ
あ
、

い
た
だ
く
ラ
ヨ

じ
ゃ
あ
、

い
た
だ
く
ラ
ヨ

い
や
ぁ

照
れ
る
ラ
ヨ
…

い
や
ぁ

照
れ
る
ラ
ヨ
…

も
し
か
し
て

味
見
役
？

も
し
か
し
て

味
見
役
？

1
日

早
い
け
ど
…

1
日

早
い
け
ど
…

ハ
ッ
ピ
ー

バ
レ
ン
タ
イ
ン
！

ハ
ッ
ピ
ー

バ
レ
ン
タ
イ
ン
！

や
べ
っ

や
べ
っ

あ
り
が
と
う
ラ
ヨ
…

あ
り
が
と
う
ラ
ヨ
…

い
ち
に
ち

い
ち
に
ち

は
や
は
や

てて

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

2/
13火 黒川温泉「湯あかり」　夕暮れ～22：00

黒川温泉川端通り周辺　※４月１日まで

14 水

15 木
3歳児健診　13：15～　受付（13：00～入場可能）　

おぐに老健
”小国郷のみんなでかたらん会”（くまもと「親の学
び」体験講座）　管理センター　18：30～20：00

16 金
所得税・住民税・国民健康保険税申告・相談
　9：00～11：30　13：00～16：00

（～3月15日）　役場中会議室
さくら荘カフェ　13：30～

17 土

18 日

19 月

20 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

21 水

22 木 認知症カフェひとよこい  13：00～  小国調剤薬局横

23 金 無料法律相談（10：00～正午）　要予約　
りんどう荘　☎42-1501

24 土 ”きよらの郷”わくわくクラブ全体会　9：00～　
管理センター

25 日 南小国町駅伝大会　9：00開会　10：00スタート

26 月

27 火

28 水 国民健康保険税　第９期　納期限

3/
1木

2 金

出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　小国町福祉センター   悠ゆう館
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503
子育て支援広場ぬくもり　ひな祭り会　10：00～

りんどう荘

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水
上中原ミニデイサービス　9：30～
乳児健診　13：15～　受付（13：00～入場可能）

おぐに老健

8 木 認知症カフェひとよこい  13：00～  小国調剤薬局横

9 金

10 土 馬頭観音祭　9：00～　馬頭観音（上中原）
中学校卒業式　10：00～

11 日

12 月

13 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

14 水

15 木
心配ごと・行政相談　10：00～正午　りんどう荘
1歳6か月健診　13：15～　受付（13：00～入場可能）

おぐに老健

16 金 さくら荘カフェ　13：30～
定期法律相談　13：30～　役場会議室

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

12
／
28
生　

室
𠩤　

要か
な
め　

ち
ゃ
ん

　
（
父
）達
朗･

（
母
）亜
衣　
　

杉
田
下

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に　

松
﨑
慎
二
♡
羽
賀
恭
子　
　
下
町
２

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

12
／
19　

穴
井　

昭
吾（
76
）黒　

原

12
／
28　

宅
野　
昭
一（
88
）脇　

戸

12
／
29　

河
津　
ツ
ヤ（
91
）中
湯
田

12
／
31　

杉
谷　
又
男（
84
）中
杉
田
１

1
／
6　

北
里
テ
ル
子（
87
）白　

川

1
／
8　

室
原　
幸
美（
80
）矢
津
田
下

1
／
18　

石
橋
シ
ヅ
子（
86
）志
津
中

1
／
18　

下
城　
祥
一（
86
）平　

瀬

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（12月31日現在）

世帯数　1,767世
帯

（＋１）
　男　　1,938人

（－３）
　女　　2,188人

（＋２）
　計　　4,126人

（－１）
※（ ）は前月比

２月・３月平成30年

17
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 き
よ

ら
－

自
然
と
調
和
し
た

『
き
よ
ら
の
郷
』

づ
く
り
－
　

№
6
5
1

編
集

･発
行

：
南

小
国

町
役

場
　

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

BIRTHDAY
   H

A
PPY

1月
生まれ
希望者
のみ
掲載遠藤　詩梨 ちゃん

りりことこと

29.1.4生

　（父）盛悟さん

　（母）美穂さん

１歳お誕生日おめでとう♪いつも笑
顔をありがとう。怪我なく健康にス
クスク育ってね♪

赤馬場

１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

相談窓口　南小国町役場総務課

相談曜日　毎週木曜日（祝祭日除く）

相談時間　午前９時～午後４時

☎４２－１１１２（内線１０７）

相談窓口　小国町役場住民課

相談曜日　毎週火曜日（祝祭日除く）

相談時間　午前９時～午後４時

☎４６－２１１５

相談できること

○商品・サ－ビスの相談苦情

○契約・取引のトラブル

○振り込め詐欺

○多重債務（借金問題）

消費生活相談員を配置しました
　南小国町と小国町においては、小国郷内においての消費生活相談の受け入れ体制の充実を図る
ため「消費生活相談業務等に関する協定」を結びました。このことにより小国郷の町民の方は、
下記のとおり両町の役場で相談が出来ます。尚、相談開始日は３月１日（木）からとなります。
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